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9. 研究実績の概要

 本研究は、病院・高齢者施設の室内の悪臭に対して、効率よく消臭するデバイスをシステム化することを目的とした。高齢者施設は
、排泄物臭や体臭などの悪臭が問題であり、悪臭除去のために消臭カーテン、換気扇などの大掛かりな設備を使って行っている。この
ような設備はエネルギー消費が多い。そこで、我々は、悪臭を悪臭源近傍で効率よく消臭できるシステム化を試みた。実験は、室内に
寝たきり高齢者と医者が存在することを仮想した病室を作り、表面温度37℃に調節したダミーマネキンで高齢者を想定し、股間から尿
や汗の悪臭の原因物質であるアンモニアガスを発生させた。寝たきり高齢者の背中とベッドの間に空気を吸引し換気するマットレスを
装着し、マットレスの換気量を調整し、空気を屋外へ排気させた。室内の悪臭ガス濃度は医者の口の位置（床面から約170㎝の高さ）
を目安として、消臭繊維製不織布を排気口、換気マットレスの中などの位置に設置し、消臭効果を最適化する消臭デバイスを設計・試
作した。消臭性繊維は、繊維表面に酸加工を施してある活性炭素繊維を用いた。活性炭素繊維を換気マットレス内部、排気口、かけ布
団に用いて、それぞれの消臭効果を比較した。その結果、掛け布団に用いると最も効果が高いことが分かった。また、換気マットレス
を使用すると約70％の消臭効果があることがわかった。さらに、換気マットレスとかけ布団を組み合わせると、100％アンモニアが消
臭でき、局所消臭システムが構築できた。
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